
健康診断業務フロー

※ は、システムを活用するもの。

定期健康診断 主な業務(現行システム) 定期健康診断 主な業務(新規システム)

健診準備 ・契約、健診機関との事前調整等 健診準備 ・契約、健診機関との事前調整等

職員データの取得
対象者データ作成

職員データの取得
対象者データ作成

↓ ↓

健診日程割振
↓
↓

実施通知 実施通知

↓ ↓

受診 受診

↓ ↓

至急精密検査
結果通知・受診勧奨

至急精密検査
結果通知・受診勧奨

↓ ↓

受診結果・データ受領 ・各所属宛結果通知発送 受診結果・データ受領

↓ ↓

受診結果データ取込 受診結果データ取込

↓ ↓

精密検査結果提出 ・紙媒体で提出、内容を確認しリスト作成 精密検査結果提出 ・職員自らがシステム上で結果を入力

結果確認 ・結果確認、カルテ作成 結果確認

未受診者に対する
精密検査受診勧奨

・対象者抽出、通知、受診勧奨メール（対象者、所属）
未受診者に対する
精密検査受診勧奨

・システムで受診勧奨

↓ ↓

産業医/就業判定 産業医/就業判定

就業判定結果通知 ・所属あて通知（就業判定結果） 就業判定結果通知 ・システムで結果を確認するよう各所属宛通知

↓ ↓

事後指導 ・対象者抽出、受診勧奨メール（対象者、所属）、面談日調整、面談指導 事後指導 ・システムで受診勧奨、記録

↓ ↓

労基署・人事委への報告 ・報告書の作成 労基署・人事委への報告 ・報告書の作成

統計用データ抽出 ・各年度の結果データを取得 統計用データ抽出 ・各年度の結果データを取得

・就業判定（システム上で直接入力）

・各所属へ実施通知・受診票等配布
・通知後、各所属で健診日程を割当

・各所属へ実施通知・受診票等配布
・職員自らがシステム上で健診予約

・総務事務管理課から職員情報のCSVデータを受領
・CSVデータを加工し、システムに取込
・会計年度任用職員等は各所属へ照会後、Excelデータを作成、システムに取
込

・至急精密検査が必要な職員について検診機関から随時通知あり
・対象者をエクセル等へ入力し、対象者及び所属へ至急精密検査受診につい
て
　連絡、受診券、返信用封筒の印刷等（今後システムへの移行を検討予定）

・検診機関から送付された結果データをシステムに取込
・システムで結果を確認するよう各所属宛通知

・個人カルテのセッティング、就業判定、結果記録、
　カルテ整理

・検診機関から送付された結果データをシステムに取込

・総務事務管理課から職員情報のCSVデータを受領
・CSVデータを加工し、システムに取込
・会計年度任用職員等は各所属へ照会後、Excelデータを作成、システムに取
込

・各所属ごとに健診日程割振

・至急精密検査が必要な職員について検診機関から随時通知あり
・対象者をエクセル等へ入力し、対象者及び所属へ至急精密検査受診につい
て
　連絡、受診券、返信用封筒の印刷等



ストレスチェック業務フロー

※ は、システムを活用するもの。

ストレスチェック 主な業務(現行)※業務委託 ストレスチェック 主な業務(新規システム)

契約、事前準備 ・委託業者と事前調整等

職員データの取得
対象者データ作成

職員データの取得
対象者データ作成

↓ ↓

対象者照会 対象者照会

各所属回答 ・各所属からの回答を取りまとめる 各所属回答 ・各所属からの回答を取りまとめる

↓ ↓

対象者データ作成 対象者データ作成

実施通知 ・各所属へ実施通知・ID及び紙調査票配布 実施通知 ・各所属へ実施通知・ID及び紙調査票配布

↓ ↓

ストレスチェック ・紙調査票を各所属より回収、委託業者へ送付 ストレスチェック ・原則システムで回答、紙調査票を各所属より回収

↓ ↓

実施結果・データ受領 ・納品データを加工し部局単位、地域単位等にわけて独自に分析 実施結果・データ受領 ・システム上で部局単位、地域単位等にわけて独自に分析

↓ ↓

結果通知 ・所属あて通知 結果通知 ・所属あてシステムで通知

↓ ↓

高ストレス職員への面談
勧奨

高ストレス職員への面
談勧奨

↓ ↓

面談日程調整 面談日程調整

↓ ↓

面談資料準備 面談資料準備

↓ ↓

面談 面談

↓ ↓

面談記録 ・記録作成、カルテ整理 面談記録

↓ ↓

結果送付 ・面談指導結果報告書を所属上司に送付 結果送付 ・面談指導結果報告書（厚労省様式）を所属上司に送付

↓ ↓

労基署・人事委への報告 ・報告書の作成 労基署・人事委への報告 ・報告書の作成

統計用データ抽出 ・各年度の結果データを取得 統計用データ抽出 ・各年度の結果データを取得

・面談記録は直接システムに産業医が入力

・高ストレス者へ面談の勧奨、その後の問い合わせ対応

・面談指導結果報告書（厚労省様式）医師記録用紙、ストレスチェック結果、
　医師面談希望確認票、疲労蓄積度チェック、健康診断結果、カルテなど

・健康管理システムから職員情報のCSVデータを出力

・システム構築に必要な各種データ（職員番号、氏名、メールアドレス、
　出向先、派遣元、メールアドレスの有無、紙受検希望の有無等）を
　フォーマットに入力、委託業者へデータ送付

・派遣職員や出向者等、健康管理システムに含まれていない職員及び
　管理監督者権限付与者、紙受検希望者等を各所属に照会

・面談希望者と日程調整（電話、メール）
・疲労蓄積度チェック、医師面談希望確認票（県独自様式）をメールで
　送付し、面談者に回答してもらう

・健康管理システムから職員情報のCSVデータを出力

・派遣職員や出向者等、健康管理システムに含まれていない職員及び
　管理監督者権限付与者、紙受検希望者等を各所属に照会

・必要情報をシステムに取込

・システムを通じて高ストレス者へ面談の勧奨、その後の問い合わせ対応

・面談に必要な情報はシステム上で閲覧

・システムで面談予約受付
・疲労蓄積度チェック、医師面談希望確認票（県独自様式）をシステム上で
　回答してもらう



過重労働管理業務フロー

※ は、システムを活用するもの。

過重労働勤務管理 主な業務（現行システム） 過重労働勤務管理 主な業務（新規システム）

長時間報告

↓

長時間データの作成 長時間データの作成

↓ ↓

対象職員の抽出 対象職員の抽出

↓ ↓

回答催促 ↓

↓ ↓

希望面談日入力 希望面談日入力

↓ ↓

面談日程調整 回答催促

↓ ↓

疲労蓄積度チェック
／初回問診票入力

・質問項目に沿って、対象者本人が回答を入力
疲労蓄積度チェック
／初回問診票入力

・質問項目に沿って、対象者本人が回答を入力

↓ ↓

面談資料準備 面談資料準備

↓ ↓

面談 面談

↓ ↓

面談記録入力 面談記録入力

↓ ↓

結果送付 結果送付

↓ ↓

実績集計 実施状況を集計 実績集計 実施状況を集計

・デジタルみやぎ推進課から提供されるデータをシステムに取込

・所属から該当者を報告（面談除外の有無も所属で判断し、併せて報告）

・８０時間以上勤務者、２～６ヶ月平均時間数での該当者を
　システムで抽出（現在は報告あった全員の面談を行っている）
・疲労蓄積度チェック、初回問診票（県独自様式）の入力設定
・面談除外者を「除外」登録

・長時間報告があった所属上司へ面談日調整依頼（メール）
→本庁：所属上司が、対象者及び所属上司の希望面談日時を入力
→地方：産業医面談日（１/月）に調整後、当班職員が入力

・所属からの報告資料、疲労蓄積度チェック、初回問診票、健康診断結果、
　カルテをセット
・保健指導結果報告書（県独自様式）をマクロにて作成

・対象者及び所属上司との日程調整（電話、メール等）
・疲労蓄積度チェック、初回問診票の提出依頼

・デジタルみやぎ推進課から提供されるデータをシステムに取込

・８０時間以上勤務者、２～６ヶ月平均時間数での該当者をシステムで抽出
・疲労蓄積度チェック／初回問診票の入力設定

・対象者及び対象者の所属上司あてに一斉メール送信
・面談実施の有無を対象者と上司で調整の上、対象者が希望面談日時を入力
→面談除外の場合はその旨をシステムから回答
・上司は自所属の対象者の面談終了日時以降に自分の希望面談日時を入力

・面談に必要な情報はシステム上で閲覧

・保健指導結果報告書を所属上司に送付
・所属上司は事後措置内容を記入し、職員厚生課に回答（メール）
→事後措置内容は保健指導結果報告書に記入

・保健指導結果報告書（厚労省様式）を所属上司に送付
・所属上司は事後措置内容を記入し、職員厚生課に回答（メール）
→事後措置内容は任意様式に記入

・未報告所属には確認メールを送信

・報告がない（予約入力がない）対象者及び所属上司には確認メール送信

・産業医の保健指導結果報告書に基づきシステムに結果入力
・カルテ整理

・面談記録は直接システムに産業医が入力

・本人及び所属上司との面談し、産業医が保健指導結果報告書を記入
・必要時記録作成


